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大勢の参加者でにぎわう様子
＝４月20日、ＯＭＭビル　　

６
年
ぶ
り
協
同
組
合
ま
つ
り

２
５
０
０
人
参
加
で
盛
況

　

協
会
は
、
４
月
30
日
付
で
政
府
・
関
係
各
所
宛
に
抗

議
声
明
「
学
術
会
議
『
解
体
』
法
案
に
断
固
抗
議
す

る
」
を
送
付
し
た
。
概
要
を
紹
介
す
る
。

学
術
会
議
「
解
体
」
法
案
に
抗
議

声
明
を
送
付

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定をご確認ください

専門家による
無料相談

税 

務 

相 

談
　

５
月
21
日（
水
）
14
時
〜
17
時（
１
時
間
枠
）

法 

律 

相 

談
　

６
月
２
日（
月
）
14
時
〜
16
時（
30
分
枠
）

雇 

用 

相 

談
　

６
月
19
日（
木
）
14
時
〜
16
時（
30
分
枠
）

シ
ス
テ
ム
相
談　

第
３
土
曜
日　

14
時
〜
17
時（
１
時
間
枠
）

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

日
時　

６
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

講
師　

馬
場
悠
男
氏
（
国
立
科
学
博
物
館
名
誉
研
究
員
）

会
費　

無
料

定
員　

会
場
１
１
０
人
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
１
５
０
人

歴
史
ミ
ス
テ
リ
ー
人
類
は
噛
ん
で
進
化
し
た
―
骨
か

ら
探
る
人
類
史
―

【
市
民
公
開
】
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会

日
時　

６
月
１
日
（
日
）
午
後
３
時
〜
５
時

場
所　

ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
グ
ラ
ス
ミ
ア
大
阪
・
21
階

　
　
　

（
大
阪
市
浪
速
区
湊
町
１
丁
目
２
‐
３
）

講
師　

粟
野
秀
慈
氏
（
九
州
歯
科
大
学
理
事
長
・
学
長
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

１
２
０
人

21
世
紀
の
歯
科
医
療
は
ど
う
な
る
？

【
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】
第
57
回
定
期
総
会　

記
念
講
演

日
時　

６
月
22
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

臨
床
学
術
部
講
師
団

会
費　

３
千
円　
　

定
員　

80
人

新
人
ス
タ
ッ
フ
講
座　

助
手
編

【
ス
タ
ッ
フ
対
象
】

日
時　

６
月
22
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

協
会
仮
事
務
所

講
師　

臨
床
学
術
部
講
師
団

会
費　

５
千
円　
　

定
員　

30
人

新
人
ス
タ
ッ
フ
講
座　

衛
生
士
編

【
ス
タ
ッ
フ
対
象
】

　

い
よ
い
よ
旧
保
険
医
会
館

の
解
体
が
始
ま
っ
て
い
る
ら

し
い
。
昔
、
初
め
て
保
険
医

会
館
に
入
っ
た
時
、
２
階
か

ら
降
り
る
階
段
で
、
頭
上
が

急
に
低
く
な
っ
て
少
し
恐
怖

を
感
じ
た
こ
と
を
改
め
て
思

い
出
す
。
で
も
こ
の
よ
う
な

ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
は
新
会
館
へ

の
希
望
が
消
し
去
っ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
な
い
。

　

新
会
館
で
は
、
先
生
方
が

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
交
流
の

場
、
ま
た
は
研
修
の
場
な

ど
、
医
科
歯
科
の
先
生
方
が

集
え
る
場
所
に
な
る
こ
と
を

望
ん
で
い
る
。
ま
ず
は
毎
日

働
く
職
場
と
し
て
、
事
務
局

の
人
々
が
使
い
や
す
く
動
線

の
良
い
環
境
が
必
要
だ
。
会

員
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る

事
務
局
が
気
持
ち
よ
く
働
け

る
環
境
を
望
ん
で
い
る
。

　

私
も
自
分
の
足
で
新
会
館

　

な
ん
ば
に
新
し
い
保
険
医

会
館
が
で
き
る
。
み
ん
な
で

何
年
も
頭
を
捻
り
な
が
ら
こ

こ
ま
で
き
た
。
ど
ん
な
役
割

に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
身
体
を
維
持
す

る
こ
と
を
目
標
に
、
毎
日
の

ワ
ー
ク
ア
ウ
ト
を
し
て
い

る
。
そ
こ
に
は
私
の
目
標
と

す
る
人
が
い
る
。
私
よ
り
も

ず
っ
と
若
い
人
だ
が
、
ダ
ン

を
果
た
し
て
く
れ
る
の
か
、

い
や
魂
を
入
れ
る
の
は
私

で
、
そ
の
力
を
発
揮
し
て
い

く
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与

え
て
ほ
し
い
。

　

社
会
保
障
、
歯
科
保
険
医

運
動
の
前
進
の
た
め
に
は
追

い
詰
め
ら
れ
て
ば
か
り
で
は

あ
か
ん
。
こ
こ
は
束
に
な
っ

て
い
か
な
い
と
。
歯
科
に
つ

い
て
の
発
信
に
留
ま
ら
ず
、

し
っ
か
り
と
政
治
に
向
き
合

っ
て
、
平
和
、
民
主
主
義
運

動
の
拠
点
と
し
て
、
大
阪
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
も
担
っ
て

　

大
阪
府
保
険
医
協
同
組
合

は
４
月
19
日
、
20
日
、
第
42

回
保
険
医
ま
つ
り
を
天
満
橋

・
Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
２
階
展
示
場

で
６
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
。

　

80
社
の
展
示
ブ
ー
ス
が
立

ち
並
ぶ
中
、
歯
科
関
連
の
特

売
場
で
は
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
商

品
の
特
価
販
売
も
あ
り
、
グ

ロ
ー
ブ
や
マ
ス
ク
、
ス
タ
ッ

フ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を

手
に
「
こ
の
機
会
に
買
お
う

と
思
っ
て
い
た
」
な
ど
と
紙

袋
を
複
数
手
に
す
る
会
員
の

姿
も
あ
っ
た
。
ア
ロ
マ
や
苔

玉
づ
く
り
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

や
希
少
な
日
本
酒
と
寿
司
を

楽
し
め
る
Ｂ
Ａ
Ｒ
も
満
員
と

な
り
順
番
を
待
つ
家
族
の
様

子
が
見
ら
れ
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
協
同
組

合
の
中
村
厚
理
事
長
と
医
科

協
会
か
ら
井
上
美
佐
副
理
事

長
、
歯
科
協
会
か
ら
吉
田
裕

志
副
理
事
長
が
挨
拶
に
立

ち
、
吉
田
副
理
事
長
は
参
加

し
た
抽
選
で
特
等
の
牛
肉
が

当
た
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
、

「
ぜ
ひ
み
な

さ
ん
も
楽
し

ん

で

ほ

し

い
」
と
呼
び

か
け
た
。
２

日
間
で
延
べ

２
５
０
０
人

が

参

加

し

た
。

段野和茂（大東市）

戸
井
逸
美
（
豊
中
市
）

想いのへ

会館新 自分の足で新会館へ

追
い
詰
め
ら
れ
て
ば
か
り
は
あ
か
ん

　

４
月
18
日
、
「
日
本
学
術

会
議
法
の
一
部
改
正
案
」

運
営
・
財
務
へ
の
関
与
も
可

能
と
し
国
家
の
意
向
に
沿
っ

た
研
究
を
強
い
る
体
制
へ
の

一
歩
と
な
る
。

　

日
本
学
術
会
議
は
、
第
二

次
世
界
大
戦
の
深
い
反
省
に

基
づ
き
設
立
さ
れ
た
。
政
府

か
ら
独
立
し
た
立
場
で
、
学

問
の
自
由
と
平
和
の
維
持
に

康
を
守
る
立
場
か
ら
学
問
の

自
由
の
尊
重
と
そ
の
制
度
的

基
盤
を
重
視
し
て
き
た
。

　

今
、

防
衛
費
が
増
額
さ

れ
、
軍
事
研
究
を
促
進
す
る

制
度
が
拡
充
さ
れ
る
中
で
、

政
府
に
よ
る
学
術
会
議
へ
の

と
し
て
抗
議
す
る
。
戦
争
は

最
大
の
健
康
被
害
で
あ
り
、

平
和
こ
そ
が
医
療
の
基
盤
で

あ
る
。
学
問
の
自
由
を
脅
か

す
動
き
を
許
さ
ず
、
そ
の
撤

回
を
強
く
求
め
る
。

医
協
会
は
、

今
回
の
日
本

学

術

会

議

「

解

体

法

案
」
に
断
固

（
い
わ
ゆ
る

学
術
会
議
解

体
法
案
）
が

衆
院
で
審
議

入
り
し
た
。

本
法
案
は
、
同
会
議
の
「
独

立
し
て
職
務
を
行
う
」
と
の

規
定
を
削
除
し
、
内
閣
府
の

所
掌
事
務
と
す
る
こ
と
で
、

学
問
の
自
由
と
自
律
性
を
脅

か
す
重
大
な
制
度
改
変
で
あ

る
。
政
府
や
第
三
者
に
よ
る

貢
献
し
て
き
た
。
そ
の
役
割

は
今
日
に
お
い
て
も
重
要
で

あ
る
。
歯
科
医
学
を
含
む
多

く
の
学
術
団
体
が
学
術
会
議

に
関
わ
り
、
私
た
ち
歯
科
医

師
も
ま
た
、
国
民
の
命
と
健

関
与
を
拡
大
す
る
こ
と
は
戦

時
動
員
体
制
へ
の
道
を
再
び

開
く
も
の
で
、
学
問
の
自
由

を
危
機
に
さ
ら
す
暴
挙
で
あ

る
。

　

私
た
ち
大
阪
府
歯
科
保
険

み
ん
な
で
語
ろ
う
窓
口
負
担
ゼ
ロ
―
お
金
の
心
配
な

く
医
療
に
か
か
れ
る
社
会
に
―

【
市
民
公
開
】
窓
口
負
担
ゼ
ロ
の
会

日
時　

６
月
８
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時
30
分

場
所　

 

兵
庫
県
保
険
医
協
会
・
会
議
室
（
神
戸
市
中
央
区
海

岸
通
１
‐
２
‐
31　

神
戸
フ
コ
ク
生
命
海
岸
通
ビ
ル

５
階
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

現
地
40
人

※
現
地
参
加
の
予
約
は
左
記
電
話
に
て
。

（
℡
０
７
８
‐
３
９
３
‐
１
８
０
７
）

※
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
は
事
前
予
約
な
し
。

下
記
Ｑ
Ｒ
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ライブ配信
↓

ス
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
も
ず
っ
と

上
手
で
、
ま
た
ワ
ー
ク
ア
ウ

ト
も
し
っ
か
り
こ
な
し
て
い

る
。
そ
の
方
を
目
標
に
新
会

館
完
成
の
日
に
自
分
の
足
で

踏
み
入
れ
る
こ
と
を
夢
見
て

い
る
。

い
っ
て
ほ
し
い
。
諸
先
輩
方

の
保
険
医
運
動
や
新
会
館
へ

の
大
き
な
希
望
や
意
志
を
し

か
と
受
け
止
め
た
い
。

　

全
国
の
保
険
医
協
会
で
も

存
在
は
大
き
く
な
る
だ
ろ

う
。
中
味
を
と
も
な
っ
て
目

標
に
な
れ
る
よ
う
に
、
と
い

う
己
も
歳
を
重
ね
て
古
希
遠

く
に
な
り
に
け
り
。

　

新
し
い
会
館
！
嬉
し
い
！

健
康
長
寿
を
目
標
に
、
新
会

館
で
の
侃
々
諤
々
の
場
に
少

し
で
も
加
わ
っ
て
い
き
た
い

と
願
っ
て
い
る
。

　

歯
科
医
師
で
あ
り
協
会
員

で
も
あ
っ
た
、
時
代
小
説
家

の
上
田
秀
人
（
う
え
だ
ひ
で

と
）
氏
が
３
月
27
日
、
帰
ら

ぬ
人
と
な
っ
た
。
上
田
氏
を

偲
ぶ
に
あ
た
り
、
そ
の
功
績

や
人
柄
に
改
め
て
思
い
を
馳

せ
る
と
、
多
く
の
読
者
に
愛

さ
れ
た
作
家
と
し
て
の
存
在

の
大
き
さ
を
痛
感
し
ま
す
。

　

１
９
６
０
年
に
大
阪
で
生

ま
れ
、
歯
科
医
師
と
し
て
の

道
を
歩
み
な
が
ら
も
、
１
９

９
７
年
に
『
身
代
わ
り
吉
右

衛
門
』
で
小
説
家
デ
ビ
ュ
ー

を
果
た
し
、
以
後
、
第
16
回

中
山
義
秀
文
学
賞
を
受
賞
。

時
代
小
説
の
名
手
と
し
て
数

多
く
の
作
品
を
世
に
送
り
出

し
ま
し
た
。
特
に
「
勘
定
吟

味
役
異
聞
」
シ
リ
ー
ズ
や

き
つ
つ
も
、
義
理
と
人
情
、

正
義
と
権
力
と
の
せ
め
ぎ
合

い
を
鮮
や
か
に
描
く
筆
致

は
、
多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了

し
て
き
ま
し
た
。

　

上
田
氏
の
作
品
は
、
決
し

て
派
手
す
ぎ
ず
、
登
場
人
物

た
ち
の
心
の
葛
藤
や
矜
持
、

そ
し
て
そ
の
中
で
選
び
取
る

行
動
に
は
現
代
に
も
通
じ
る

深
い
テ
ー
マ
が
込
め
ら
れ
て

お
り
、
時
代
小
説
の
枠
を
超

え
て
読
む
者
の
心
に
訴
え
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
上
田

氏
の
筆
は
も
う
動
く
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
物
語

は
、
こ
れ
か
ら
も
語
り
継
が

れ
、
読
み
継
が
れ
て
い
く
で

し
ょ
う
。

　

深
い
感
謝
と
敬
意
を
込
め

て
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

「
御
広
敷
用
人
大
奥
記
録
」

な
ど
、
幕
府
の
裏
面
史
を
描

追 

悼

多くの読者に愛された
歯科医師　　　　　　

新聞部長・矢部あづさ

会員・上田秀人氏を偲ぶ


